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染料染色物の塩素処理水および日光に対する染色堅牢度に関する

２報）アソ染料の水溶液中の酸化退色における高分子添加効果

大学　家政学部　o 須藤幸恵　飯s,俊郎

目的　前報に引き続いて。水溶液中のアソ染料の酸化退色における高分子添加効果を明

かにして、堅牢度向上のための後処理剤の設計に関する基礎的知見を得ることを目的と

る。

方法　次亜塩素酸ナトリウム水溶液を添加してから。測定開始まで２秒間のデッドタイ

が避けられなかった前法の測定法を改良した装置によって。添加直後からの染料の吸光

をモニターして実験値の糟度を上げた。反応系には、ポリアリールアミン（PAA）,ポリ

ニルピロリドン. ポリエチレンイミン、ポリアクリルアミドその他ポリカチオン頬などを

加してその退色に及ぼす効果を初期速度定数によって･評価した。

結果と考察　添加した水溶性高分子のうちで一般にチッ素原子を含むものは. It化退色

抑制する効果がみられた。とくに詳細に検討したPAAについてli.無添加およびポリピ

ルアルコ―ル添加系に比べて、染料モル対高分子モノマ- モル比1 :　１において。初期

色速度は約1／2 に減少することを見いだした。また　?kk ＼t染料と相互作用することが

視吸収スペクトルから検知された。これらのことから、　PAAは水溶液中で染料アニオン

静電相互作用して、染料自体へのクロロニウムカチオンの近接を妨げること。　PAAのア

ノ基のチッ表原子上にクロロニウムカチオンが捕捉されることが退色抑制の機構として

えられる。とくに後者はチッ素系の防しわ加工剤の塩素保持性からも妥当であろう。ま

ポリピニルビロリドン、ポリエチレンイミンなどの水糟性高分子も効果のあることが明

となった。用いたアソ染料酸化分解のボルタンメトリーによる検討を試みた。
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な微生物を用いた藍染め(第2報）　乳酸菌を利用する試み

川女大家政　○牛田　智　　松尾美恵

《目的》　伝統的な藍染めでは、すくもに含まれるインジゴ分が．微生物による発酵によ

り還元されて染色がなされている．この発酵建てについては、高原らにより詳細に検討さ

れ1)、好アルカリの特殊な菌の酵素系が関与していることが示されている．技術的に難し

く．伝統的な「わざ」となっている発酵建てを．もっと手近に行えないかと、身近な微生

物によってすくも（インジゴ）を還元する試みを行った．身近な微生物としてはパン酵母

（ＢＹ）に引続き、乳酸菌を用いた．

《方法》　市販のヨーグルトの租繭である、乳酸菌の培地中にインジゴを入れ．空気中ま

たはアルゴン雰囲気下で、P H,栄養源など．種々条件をかえて．還元を行い、ナイロン

フィルムなどを染色することによりにインジゴの還元のされ方を魏べた．

《結果》　インジゴはアルカリ条件の乳酸菌の培地申で還元され、染色を行うことができ

た．しかし．市販の3 - グルトの種菌中には、栄養分として乳糖や脱脂粉乳.が含まれてお

13.それらが還元に関与した可能性も残される．実際．乳糖やブドウ糠などの還元糖はア

ルカリ条件でインジゴを還元し、発酵建てにおいては．これらの存在を考慮しなけれぱな

らないことがわかった．インジゴはエタノールを含む水溶液中では、必ずしもアルカリ下

でなくても還元・染色できることに着目し、この条件での還元を試みたが．還元はできな

かった．なお、実験に協力された井上智恵氏に感謝します．

1)高原義昌、田辺脩、発酵工学雑誌、38．176,329 （1960）
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